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レッシング『ミス・サラ・サンプソン』における

主人公サラの悲劇性について

片岡満壽男

１

レッシングの悲劇『ミス．サラ．サンプソン』（,Mi6SamSampsonP:1755年初版・

初演）怯娘までもうけた女がいるメルフォントと駆け落ちした主人公サラが｛彼女を

かたきとするその女マーウッドに毒殺されるという話である。レッシングが狙っていた

のはヤーコプスによれば主人公サラの徳を'不幸の中で輝かせる」ことであり、｢苦しみ

と道徳的偉大さとのコントラスト｣を浮かび上がらせて､悲劇の終わりで感動の頂点に持

っていくことであったＭ・

第三幕第３場でサラのところに父サー・ウィリアムから召使のウエイトウエルが赦し

の手紙を持って来る。これをサラは読まないと言い、読まない理由として不幸について

の考えを述べる。

ひとつは、父の赦しがうわぺだけである場合ｂこの場合には情に流されて赦したに過

ぎないから父は不幸になり、その不幸にサラが同情して彼女も不幸になるというもの。

今ひとつは父親が激していた場合もこの場合にはPtナラひとりの不幸で済むというもの。

第三幕第３場は父親の赦しの手紙についてのサラと召使ウエイトウエルのやり取り

で盛り上がる。そしでtナラの取り越し苦労から彼女に起こりうる不幸の型が上記のよう

に二つ呈示されたことになる。

ともかくサラの不幸への傾向を見て観客は心の準備をする。見せ所は勿論Ｆ１ナラがマ

ーウッドと対決する第四幕第８場の筈である。ところがここでリラは意外にも苦しめら

れておらず〈上人の女性の間の盛大な場面ｑＶｌ８）は感動的なやり取りのための余地

を残さない」という有様である2)。

本論では、サラは本当には不幸でないのではないか、そして不幸でないとすればどう

してかを間うていくことになる.その際､サラが復讐されるに至る過程で、第三幕第３
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場で呈示されたような二つのタイプの不幸の実際はどうだったかを検証する｡傍ら、レ

ッシングの同情観とアリストテレスの悲劇観を瞥見する。

２

第三幕第３場、父サー・ウィリアムの手紙を読む前に、サラはその手紙が激した父親

のそれであったならと言い、更に父が軽蔑でもしてくれればその場r合一上ナラは、

GanzalleinohneihnunglUcklichzuｓｅｍ

(I[Ｌ３Ｓ製）全くひとりだけで彼にはかかわりなく不幸であること

になり、サラはその方が良いと思っている。即ちこの戯曲の前史として、父サー・ウィ

リアムが彼女の過ちを怒ったと分かる。それで彼女とメルフオントとの駆け落ちになっ

たのだった。サラは不幸である。そして父が赦してくれるとなっても、それがうわくの

赦しであったなら、赦してもらわない方が良い。不幸のままで良いと思っている。

ヨーロッパでもかつては婚前交渉は罪悪視されうまく収まりがつかなければ当事者

の一方である女性は不幸を甘受することが多かったようである。『ミス・サラ・サンプ

ソン」でもその事情は変わらない。主人公のサラが｢過ち」(Fdutntt)に対して取った姿

勢についてミヒェルゼンの詳細な分析がある。それによｵTばサラは「婚姻外の同棲で処

女を捧げることを全く重大にも罪だと」「感じていた」と云う瓢。

主人公サラと彼女をかたきとするマーウッドが対決する第四幕第８場では1過ち」も

その争点のひとつである。マーウッドはサラに対して正体を隠し、レイディ・ソームズ

を名乗り、マーウッドについて、即ち自分のことを他人事のように弁じ立てる。そのレ

イディ・ソームズによ】れば《マーウッドはメルフォントの訪問が重なるうちに、ついつ

い友達関係の域を越えて出来てしまったのだそうである。レイディことマーウッドは

[サンプソン鰻ご自身がこのことは誰よりもよく思い知っていらっしゃるでしょう」(Ｓ

73）と、矛先をサラに向ける。マーウッド同様にメルフォントと婚姻外交渉のあること

を衝かれて、サラは「ああ」とうめく。

二人の対決の大詰めでレイディ・ソームズカ怒りを露わにして、マーウッドだぞと正

体を現すbそれはサラを責めても成果が引き出せそうにないと分かったからである。な
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ぜか｡まずは婚前交渉というトピックを追ってみよう。サラが｢過ち」のことを単に{誤

り」（IITtum)にすぎないのであって、「重調（VerbrEchen)ではないとするくだりは、

Ｓａｒａ…Ach・Lady,ｗｅｎｎＳｉｅｅｓｗＢｔｅｎｗａｓｆｉｈｒＲｅｕａｗ露fiir

GewissenSbissebwasfihrAngstmichmejnlntumgekostet1Meinllrtum､sag

ich;dennwarumsollichIiingersogmusamgegenmichseinundihnalsem

Verb1℃chenbetrachtenP?ＤｅｒＨｉｍｍｅｌｓｅｌｂｓｔｈ６ｒｔａｕｆｉｈｎａｌｓｅｍｓｏｌｃｈｅｓ

ａｍｚ１１空he､;ｅｒｍｍｍｔｄｉｅＳｈｎｌｅｖｏｎｍｉｒｕｎdschenktmireinenVater

wieder…

サラ．．.．ああ、レイディ、何という悔い、何という良心の呵責、何という

不安を私の誤りが私に費やさせたことか、あなたが知ってくれたらいいでしょう

に。私の誤りと私は言いますｂというのは、どうして私はこれ以上長いこと自分

に対してそんなに残酷でいるべきなのでしょうか、そしてその誤りを重罪と見な

すべきなのでしょうか。天なるお方ご自身が誤りをそのようなものと見なすのを

お止めになります。そのお方は罰を私から免除して下さり、私に父親を贈り返し

て下さいます…（IVB;Ｓ76-77）

サラはレイディ・ソームズことマーウッドの責めを全く受け付けない。はじめは後悔、

良心の呵責、不安。そうしたものに苦しめられたというものの、今は「重罪」も赦され

たように思っている。そもそもここでサラを「過ち」で責めようとするには時点が良く

なさすぎる。どうしてこんなに気の抜けた対話をさせるのか。サラは既に父親の赦しの

手紙を読んでいるの超それはサラが益々メルフォントとの結婚に近づいているという

こと。サラに身を引かせなければならないというのに。だから打つ手に窮して、マーウ

ッドだぞと正体暴露に及んだのであった。

サラが[過ち」は[誤り」としてそれが「重罪ｊではないと主張するのは、マーウッ

ドに対してだけではない｡メルフォントに対しては｢過ち｣を一方では｢とがj(VeIgehen）

とか｢罰せられうる｣(sbnfbaDとか言いながら､愛があればと肯定している(1V;1;Ｓ56)。

これについてミヒェルゼンの見るところ「改俊の気持ちを全く感じていない」としてい

る！】。
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それどころか父親に対してさえサラは強い姿勢で臨もうとしている。第三幕第３場で

父の赦しの手紙をめぐってウエイトウエルに、

Ｓａｒａ…ＷｅｌｍｅｒｍｌｒｖｅｌｇｉｂｔｂｓｏｍｕＢｅｒｍｅｍｇａｎzesVerbIもchen

velgebenundsjchnochdazugefaUenlassendieFblgendesseLenvor

seinenAugenlbrtdauemzusehelL

サラ．…もし彼が私を赦すという場合には、彼は私の重罪の全てを赦さ

なければなりません｡そしてその上その結果が彼の目の前に引き続きあることを

甘んじて見なければなりません。（Ⅲ3;S46）

ここでは確かに過ち」は「重罪」と言われている。しかし、うわくだけでなく全てを

赦しなさい、そしてその結果としての結婚も認めなさいと言うのである。

その一方でサラは世間の価値観で[過ち」を罪だと認め、悔い改めてもいる。第五幕

第９場で父サー・ウイリアムに再会したときには、扉ある、悔い改めている、罰せら

れた娘｣（eineschuldigebeine1℃uendaeinegesmneTochtmS89)と言っている。

ミヒェルゼンはサラの中に「矛盾する価値評価」５)を見ている。一方に「改俊の気持

ちを全く感じていない」価値観があり、他方に世間的な価値観、即ち過ちを罪とがと見

なす価値観があるということである。

こうしてサラの場合について次のように言うことが出来るだろう。「過ち｣に父親が激

して出て行けと言った場合、彼女は確かに世間的には不幸になる。しかし彼女はこのよ

うな不幸を本当のところは不幸だとは思わないだろう。

３

サラの考える不幸には世間的な不幸の他に、父親の不幸に同情して自分も不幸になる

というのがある。

WennmeinVaLerdumhmichungliicklichsemmuB,sowmichseLstauch

ungijcklichblejben．

もし私のお父様が私によって不幸であらざるをえないなら、私自身も不幸なまま
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(Ⅲ3;Ｓ製）でいようと思います。

それは赦しの手紙を受け取らない理由のひとつをなしていたのだった。赦しがうわくだ

けである場合には、父が情に流されて赦したに過ぎないから、結局は不幸になり、父の

この不幸に同情してサラもまた不幸になるからというのであった。

サラは世間的な不幸を不幸と思わないということであった。すると他人の不幸に同情

できるというサラの傾向は、『ミス・サラ・サンプソン』の悲虜雌を考える上で期待が

持てそうである。それにしてもサラがマーウッドに同情するということはありうること

だろうか。

マーウッドは娘までもうけた仲のメルフォントをサラに奪われたのであったが、いわ

ば泥棒猫にも等しいサラに第三者が事情を噛んで含めれば〈同情くらいして頂くのが人

の道でありそうな様子ｃ

第四幕第８場、そのような第三者レイデイ・ソームズとしてマーウッドはサラに対時

したのだった。レイディ・ソームズは｢不幸なマーウッド｣(dieungliicldicheMalwood

Ⅳ’８;Ｓ７４)の身の上話をしてサラの同情を引きサラに身を引かせようとする。その

メインとなるのがメルフォントに起こった遺産相続の話をめぐり、その相続に彼が与れ

るようにマーウッドが身を引こうとしたというものである。

レイディによれlエメルフォントがマーウッドと結婚しようとしていたまさにその時、

彼はいとこが亡くなったという報せを受け取る。そのいとこは全財産を条件付きでメル

フォントに適すとしていた。それはメルフオントが彼には遠縁に当たる女性と結婚する

ならぱという条件だった。こういうことを密かに知って、マーウッドは姿を消したとい

う。その際の置き手紙はおよそ、身を引きますという内容だった。しかし、姿を消した

マーウッドをメルフォントは見つけ出し、二人は話し合いをして、次の点で意見の一致

を見たという。それは遺産相続の条件にあった結婚の相手となるべき「遠縁の女性が長

い遼巡に業を煮やして仕方なく和議を申し出るまで」（Ｓ73)、自分たちの結婚は見合わ

せるという点で。すると結果としては、マーウッドは身を引いた訳ではないのである。

ところでメルフォントとマーウッドが結婚しないままだったことについては、メルフ

ォントの結婚忌諒(Ehescheu)のせいだとプリュッゲマンが指摘している６１。即ち、遺

産相続に与るためというのを口実にメルフオントは先にはマーウッドとの、そして今は
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サラとの結婚を延ばし延ばししていたというのである。メルフォントの結婚忌諌の傾向

は第四幕第２場のモノローグに吐露されるが、それが実害を伴ったかどうかについては

テキストから確証を得られなかった。例えばレイディ・ソームズことマーウッドは｢要

するに愛がメルフォントに夫の権ﾗ1ﾐﾘを与えましたが､メルフォントはかなり長いこと愛

を法律によって有効ならしめることを必要だとは思っていませんでした」（ＩＶｌ８;Ｓ７４）

と言うのだが〈それによってマーウッドとの結婚が沙汰止みとなったのか、そして遺産

相続はそのための口実だったのかを検証してみよう。

遺産相続の話が出た時にメルフオントがどう考えていたかについてレイデイ・ソーム
ズは話す。

Ｍａｒｗｏｏｄ…ErwarwmenSihrvcndieserErbschaitehermchtszu

sagenalsbisersichdelselbendumhsiewiirdeverlusUggemachthaben

マーウッド．…彼は遺産相続を彼女のことがあるのでふいにしてしまうかも

しれないが、それまでは彼女に遺産相続については何も話さないつもりだったん

です。ｑＶＢ;72）

メルフォントはマーウッドと結婚しようとしていたのだった。引用に［彼女」とあるの

はマーウッドのことである。すると彼女に遺産相続について、またその条件について話

さない、相談しないということは、彼がマーウッドと結婚するのを既定のこととして腹

を据えたということではないのか。即ち、遺産相続をふいにしてしまうだろうと覚悟し
たということではないのか。

まさにこのメルフォントの決心についてマーウッドは密かに情報を仕入れ身を引き

ますとの内容の手紙を残して姿を消したのだった。こう話すレイディソームズに対して
サラは、

SaraWeUsiesichfindenlassenwolltebolmeZweifeL

サラ．彼女は見つけてもらいたいと思っていたのよ、間違いないわ６（1V;8;Ｓ73）

とコメントしている。自分が身を引いて姿を消してもメルフォントは自分を追いかけて
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くると、マーウッドは計算済みだった。そうサラは言いたいのである。身を引くという

のは口先だけだったんだ、同情は出来ないよということである。そしてマーウッドが計

算高かったとすれば；こうは考えられないだろうか。メルフォントカ婆を消したマーウ

ッドを追いかけたのが結婚を期してのことだったとすると、結婚を引き延ばすように仕

向けたのはマーウッドの方だったのではないのか。引き延ばしによってメルフォントを

遺産の相続に与らせ、それを自分に貢がせるというのはなかなか良く出来た筋書きであ

り、可能性としてもサラカ､現れる前は十分だったといえる。マーウッドがそのような筋

書きを思いつくかどうかについては、それは既にそれが習い性となった彼女の生き方そ

のものとも考えられるのである。第二幕第３場でマーウッドはメルフォントに銀行券や

宝石をお返ししたいと言うくだりがあるが$随分貢がせたものだと知らされるのである。

こうして第四幕第８場を見てくるとサラが同情して苦しむなどありそうになく、むし

ろマーウッドの空回りがおかしいくらいである。しかもつぶさに読んでみれば､苦しん

でいるのは実はマーウッドと分かる。あるいは懲らしめて、あるいは同情を引いてサラ

に身を引かせようという目論見が空回りするにつれて、サラを殺すしかないところへと

追い込まれていく。サラに皮肉がimわる。メルフォントに入る遺産が狙いでしょうとは

っきり言ったわけではない．しかしマーウッドが遺産が狙いの自分の行動を言い繕おう

とするや否や、ちくちくと皮肉を言うのである。観客の同情が蟻性者としてのサラに向

けられねばならないという時に、追い詰められて苦しみちくちく皮肉で苛められるの

はマーウッドの方なのである。

４

「不幸なマーウッド」について、その身の上話について、サラは全く同情を示さなか

った。しかし［不:幸な蝋（ejneundijcklicheTbchter1IVl8;Ｓ74)に話が及んだ1時、

サラは[恐ろしい報せ｣（,SchlEcklicheNachricht1")と反応を見せている。マーウッドに

メルフォントとの間にもうけた娘がいるとは知らなかったようで、単なる驚きとも取れ

るがこの後の劇の展開、及び－９;湖にこういう場合のことを考えて見れば；単なる驚

きとも思えない。レッシングに驚怖（ScmCcken）は同情の始まりというのがあり７１、

すると[不:幸な蝋にたいする同情の端緒を認めてよいかもしれない。

「不§幸な娘Ｉの取り扱いについては子殺しのモチーフとして捉えると分かり易いだろ
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う。「不幸な娘」アラベッラをマーウッドは殺してやると言うのだったが、子殺しによ

って男への復讐の効果を狙った話は､エウリピデスの悲劇｢メディア｣に由来している。

レッシングの芸術評論『ラオコーン」に古代の画家ティモマコスの助児殺しのメディ

ア」という作品に触れたところがある。そしてその絵に描かれたのが「母親としての愛

情がまだ嫉妬の気持ちと争っているときのメディア」である点を高く評価している９１。

即ちレッシングはメディアを題材とした絵で、残酷無比なメディアにも母親としての愛

情があったとして、母親としての愛情が殺意と争うところを描いたものを高く評価する

のである。一方、復讐に取り付かれて｢狂乱の絶頂にあるメディア」を描いた絵には、

即ちメディアの母親としての愛情が感じ取れないような作品には嫌悪感を示している。

アリストテレスもエウリピデスの悲劇『メディア』での子殺しによる悲劇性には関心

を寄せている，)。彼の「詩挙』からは『メディア』の悲劇性の多くが子殺しに負ってい

るとさえ読み取ることができそうなのである。

アリストテレスの悲劇の定義のうちで、悲劇が「あわれみと恐れをひき起こすＩとさ

れているのは良く知られている。そしてアリストテレスによれば；恐れとあわれみの効

果を作り出す恐ろしい出来事とは、近親関係にある相手の殺害《乃至はその未遂を以て

最上としている10kその一方で、とりわけ近親関係にある相手の殺害が遂行されたもの

については、憤慨させるものがあることも指摘する。ただアリストテレスの場合には、

この憤慨カルッシングの言っているような同情には結びつかないようで、憤慨させるほ

どにも恐ろしい出来事だからこそ悲劇たりうると読める。

『ミス・サラ・サンプソン』のアラベッラも『メディア』の子供たちも、一方は養子

が決まり、一方は殺されるという違いはあるものの、悲劇的効果を高めるのに大きなは

たらきをしている。それどころか『メディア」の場合には子殺しがなければ､アリスト

テレスの要求する悲劇性に応じられないものと思われる。翻って『ミス・サラ・サンプ

ソン』の場合も､アラベッラは｢観客の心に消しがたい印象を残す｣と言われているＭ１。

さて､サラが｢不幸な娘｣のことを聞かされたとき、［恐ろしい報せ」と言ったこと、

そしてその驚き恐れる感情力洞情の端緒ではないかとは既に指摘したところである。し

かしこれによってサラが母娘の不幸に同情するというに至らない。むしろサラはマーウ

ッドによる娘アラベッラの扱い方に憤慨していたのではないか。一例をあげてみよう。

サラカミ
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(Ｍ４Ｓ８２）MalwooderwiihnteemesPfandes

と言うのだが、これはどう訳すべきか。Pfandはアラベッラのことのようで、しかも

Pmndには「しるし」の意味があり、例えば優のしるし」というように用いられる。

だから「マーウッドが愛のしるし、つまり子供のことを話していましたよ」と解して、

特に奇異なところはない。

一方Pfandには「質種」の意味がある。そして第五幕第１０場でマーウッドの書き

付けが読み上げられるのだが、そこでマーウッドが逃亡をしようとしていること、そし

て追っ手をかけられないためにアラベッラを「人質と見なすつもりだ」と知らされる。

Geisel（人質）を辞典で引けば；これがPfand（質種）の－種と分かる。すると引用の

和訳は[マーウッドカミ質種となった子供のことを話していましたよ」とすることも出

来る。そしてアラペッラについては「マーウッドの掌中の道具」という指摘もあるのだ

から1ｺ。

メルフォントが[不幸な女の子｣(dieklejneUngliicklichaS83)のことで、非難さ

るべきは母親の方だと主張するが､サラはこれに異議はなさそうである。メルフオント

とサラはアラベッラについてマーウッドの｢質種｣だという文脈で話し始めているのだら

そしてメルフオントが[不幸な女の子」と言ったことに対して、サラはその娘の境遇へ

の彼の同情を読み取ったようで、それについて「肉親の共感」（dieSympathielhl巴s

BluteSS83)という表現をしている。１共感ｊと訳したSympathieはギリシャ語に由

来するが､これはドイツ語ではMitleidが当たる':Ｒｂところで｢不:幸な女の子jへの[共

闘はメルフォントのものでサラ自身のものではない。サラがアラベッラを不幸超か

わいそうだと感じたのかどうか。

第五幕第４場ではこの後､サラはメルフォントに自分を彼の娘の母親代わりにしてく

れと提案する｡｢教育して自分の女友達にする幸福を私にお恵み下さい｣(Ｓ83)と言う。

今やサラは不幸になるどころか、「幸福な日々」（Ｓ８３)を夢見ている。その日々には、

父親はサラに｢私の子どもらしい畏敬」を求め、夫はサラに「親密な愛］を求め、アラ

ベッラはサラに｢行き届いた友情」を求める。サラはアラベッラの幸福な未来を夢見る

がゆえに現在の不幸に対する同情や共感の類は不要のものになったのか。
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むしろ次のように解するべきだろう。サラがマーウッドに代わってアラベッラを引き

取り、この娘の教育を引き受けることは、アラベッラの現在の不幸に対する同情や共感

に発するものだろう。しかしその行為は、メルフオントの父親としての共感、即ち血縁

の共感や同情を越えていくことになる。そしてサラは血縁を越えた愛と友情の共同体を

夢見ていることになる。かくして復讐が赦しに取って替わられへ人類愛がうたわれる。

レッシング後年の戯曲『賢者ナータン』(,NathanderWeise")につながるテーマである。

こうしてサラの同情はどうやら不幸への同情であることを止めたのであるらしい。

ここで他の人々の、一般の同情について瞥見しておこう。サラがうたう人類愛的なビ

ジョンをひとりの観客として感動して聞いていた者がいる。メルフオントである。とこ

ろがこの後すぐlナラは毒によってようやく本格的になった苦しみを訴える。メルフオン

トは驚樗する。そしてこの観客は彼の心の動きを報告する。即ち「嘆賞から驚怖へと何

と突然気持ちが変わることよ」（,WelcherpRカゼlicheUbergangvcnBewundErung

zumSchreckenr`,Ｓ83)。すると一般の観客も、うたうサラについては嘆賞を、苦しむ

サラについては驚怖を指示されるということだろうかMbとまれ新たな不幸が、同情の

種が芽生えたらしい。

レッシングは悲劇『ミス・サラ・サンプソン』出版の翌1756年フリードリヒ･ニコラ

イに宛てた手紙（１１月中とあるが日付なし）でこう書いている。

NLmzurBewundelung1DieBewunderung1OmdernPag(jdiaummichein

wenigorakelmBigauszudmckenist［sie］dasentbehrlichgewomene

MitleidenDerHeldistungUckliclLabereristiiberseinUnglijcksoweit

elhabeneristselbstsostolzdamufdaDesauchmmemenGedankendje

sch1巴cklicheSeitezuverlien℃nanfiingtbdaBichihnmehrbeneidenals

bErLmuemmiChte

さて、嘆賞についてだ６嘆賞ｂおお悲劇においてはだ少しご補托を垂れるよ

うに言わせてもらえば（嘆賞はなくても済むようになった同情である。主人公は

不幸であるカスしかし、それだけ彼は彼の不幸をこえて崇高である。不幸が私の

頭の中からも恐ろしい面を無くし始める、そのことを主人公自身はいたく誇りに

思うので､私は彼をあわれむよりも妬みたくなる程だMＸ
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これをサラに当てはめてみれば、サラは世間的には、あるいは肉体上は不幸であるが、

しかし不幸をこえて崇高である。観客は彼女の不幸に同情するよりは、むしろそれを嘆

賞せざるを得ないとなろうか。

同じ手紙でレッシングは「嘆賞I（Bewunderung)のことを「なくても済むようにな

った同情」として「同情｣（MiUeid)の終わりに位置付けている。そして同情の始まりに

は｢恐れ」あるいは｢驚き」のSclmckenを置いている。これらすべてがいわば広義の

「同間に属するとするのが面白い。そしてそれに従うなら嘆賞・賞賛に終わる悲劇も

広義の同情の枠内の感情を呼び起こすという理屈で、立派な悲劇であると言おうとした

のだろうか。

５

第四幕第８場の終わりでサラが自らを「不幸なサラ」（ungliicklicheSala)と呼ぶとこ

ろがある。この不幸はよく吟味すべきだと思われるのでその状況を見ておこう。

Ｓａｒａ(dievoUerEmschreckenaufSpringtLmdsjchnttemdmriiclmeht）Sie

Marwood？－HamLmerkennichsje-nLmerkennichsiediemijldrische

RetterilLde正nDolchemichemwamenderTralⅡnpIEisg麺SjeistesJFuell

unglUcklicheSara！…Itztdjdngtsiemitt6tenderFalｴﾖtaufmichein1

ImibL(EiltabL）

サラ（驚怖の余り飛び上がり、震えながら元に戻る)．あなたがマーウッドです

ってもヘッ。今分かったわ、彼女のことが６今分かったわ、彼女のことがbあの

助けてくれた女のことが、人殺しの。警告で見た夢の中では私はその女の短刀に

殺られていたんだつけ。彼女なんだ６不幸なサうよ、逃げるんだ６…今

あの彼女が殺そうと握りこぶしで私に迫ってくるわ。助けて。（急いで去る｡）

（IVB8S77）

サラの恐怖は、マーウッドだぞという正体暴露による恐怖に留まらない。今彼女は第一

幕で話していた恐ろしい夢のことを思い出す。夢の中で自分を短刀で刺した女が目の前
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のマーウッドと一致すること、及び目の前のマーウッドが自分に迫ってくるのが、夢に

あったように自分を殺そうとしてのことだとの恐怖にとらわれる。驚き怖れ、今や殺さ

れるという恐Ｍ１感がサラに［不幸なサラ」と言わせたのだろう。

第五幕第１場が開くとサラは弱々しくなっている｡サラはあの後｢気絶j(Ohnmacht）

したというのである。するとこう問わざるをえない。サラが気絶したのは驚いたり恐怖

にとらわれたりしたからというだけだろうか。この気絶は突発的なものに留まらず〈そ

れまでの苦しみが嵩じてのものではないのか。しかもサラは第一幕で話していた恐ろし

い夢のことまで思い出していたではないか。

残念ながら「気絶」のことは間もなく忘れられてしまう。というのは第五幕第５場で

マーウッドの書き付けが届いて、サラが毒をもられたと判明するからである。これによ

って少なくとも第五幕初めのサラの苦しみが主だったところ毒物学的な効果であった

ことになる。更に[気絶」に至る原因を鷲W1iという突発的なところに留め置かざるを得

なくなる。そうなると「不幸なサラ」と言ったのは人殺しへの恐怖感に一時的に捉えら

れて、私は殺される、不幸だそう思っただけということになってしまう'１iも

さて，マーウッドの復讐の毒によりサラは不幸に転落するのであった。しかし不幸に

超然としているのがレッシングの求めた悲勝U性である。肉体は死んでも精神は毅然とし

ているということなのだが。

第五幕の毒物による苦しみあるいは毒物の作用については、その様子をサラの口か

ら､動作から、あるいは相手役の指摘から刻々知らされる.それは毒物作用の因果の連鎖

を形成することになる力xそこに主人公サラの苦しみを、不幸を、それによって表そう

という作者の意図が働いているのは自明である。

ところで「鋼（Gift)に比lllli的な用法が見ら札第四幕第８場でサラがマーウッドの

ことで「毒ある舌｣（einegiftigeZungaS76）と言っていた。毒舌と言おうか、毒は、

人の心を傷つけるもの、人の心を煽るものという程の比ｌｌｉｉｌｉ的な意味である．そして今、

毒物の作用による事件の進行のさなか、毒についての文字通りの意味なのか、それとも

比嚥的な意味なのかを迷わせる個所に出くわす。

Ｓａｒａ…HAitteermirdochgefblgtunddenZettelmchtgelesenlEr

konnteesjawoｈｌｄｅｎｋｅｎｄａＢｅｒｄａｓ]etztBGiftderMarwoodenthalten
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TnlnF苓竪ミー

BettybWelcheschlGcldicheVermutung1-Nein;eskannmchtsein;ich

glaubeesnichL-

サラ．…もし彼（メルフォントー訳者）が私の言うことを聞いて、書き付

けを読まないでいてくれたら良かったのに。ほんとに彼は良く考えてみることが

出来たんですよ、それ（書き付け＝訳者）がマーウッドの毒を含んでいるに違い

ないってことを。

ベッティー．何と恐ろしい推量でしょう。－いいえ。そんなことはありえま

せん｡私はそうは思いません。（Ｍ６;Ｓ86）

書き付けとは、前の場でメルフォントがマーウッドからの書き付けを召使ノートンを経

由して受け取ったものである。引用では、サラの召使ベッティーは「マーウッドの麹

を文字通りの毒物学上の毒と受け取っている。彼女は、これまた前の場でメルフォント

に毒物のことでわけも分からず怒られたことが影響しているのか。しかもこの時点で、

自分がひょっとして知らずにマーウッドのサラヘの毒の投与に関与させられてしまっ

たのではないか、そういう疑念がベッティーに芽生えたように見える。だからベッティ

ーは、ありえませんと断言しているのではないか。マーウッドの毒は私が気付け薬と思

い込んでサラお嬢様に投与したのだとすれば､それが書き付けにあるということはあり

えません、と言いたいのだろう。

書き付けに毒物学上の毒が実際には無かったとすると、それをあえて「マーウッドの

識と言ったサラは一体何を考えていたのか。ヒントはその前の文にあるだろう。「も

しメルフォントが私の言うことを聞いて、書き付けを読まないでいてくれたら」－

そうしたら彼はマーウッドの毒にやられなかったでしょうに、マーウッドの憎しみに煽

らｵTずに済んだでしょうに、と解することが出来るではないか。先に{毒ある舌」の毒

が比嚥的な毒であったように、「マーウッドの毒」も、人の心を傷つけるもの、人の心

を煽るものという程の比Wii的な意味を強く含意している筈である。ちなみにマーウッド

の書き付けは毒（毒物学上の毒）をサラにもったのは私だよという挑発的な内容で、こ

れを読んだメルフォントは動転したのだった。「マーウッドの麺の挑発に乗せられた

ことになる。
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話を前の場に戻そう。メルフォントがマーウッドの書き付けを受け取ったのは、第五

幕第５場のことだった。「それを読んでみましょうか、ミス」というメルフオントに対

して、「あなたがもっと落ち着いてからでしょうね」とサラは応じていたのだった。今

は読んでは駄目ですよと暗に諭している。もっと落ち着いてからとサラが言うのは、メ

ルフォントがこのとき既に興奮していたからである。サラがマーウッドに痛い目にあわ

されたことを知って、興奮していたからである。「復讐I（RachaVl5;Ｓ８４ここは吐

返し」くらいの意味か)を唱えるほど興奮して治まらない様子だったからである。

サラは毒物の作用が自分の体内で進行しているのをよそに、復讐の連鎖に巻き込まれ

ないようにメルフォントを諭していることになる。そして他人にそう言うばかりでなく、

自分でもマーウッドの書き付けを読もうとはしない。こうして「マーウッドの諭の謎

も解けてきたようである。それは－サラの死はマーウッドの毒薬に屈したことを意

味する。しかし復讐へと憎しみを煽る毒には屈しない、となろうか。サラはすると不幸

であると同時に、不幸に屈しなかったことになる。

＊

使用テキストはGottholdEphlaimLessjngMiBSalaSampsonEmTrauerYspielm

ftmfAuiZijgellAnmerkungenvcnVemonicaRicheLNachbemeIkungvcnE1win

LeibfriedSmthgartl994(Reclam)し
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